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平成 29年度第 1回古河市景観審議会議事録 

 

１ 日 時 平成 30年 2月 6日（火） 

午前 10時 30分から正午まで 

２ 場 所  古河庁舎 2階 特別会議室 

３ 出席者 （委員） 

松本昭会長、加藤誠洋委員、鷲尾政市委員、小山幸子委員 

（事務局） 

成瀬都市建設部参事、新井都市建設部参事、塚原都市計画課係長、 

千野都市計画課主事 

４ 議 事 

    ・古景諮問第 1号 第 2回古河市景観賞について 

５ その他 連絡事項 

６ 会議経過 次項以降のとおり  
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午前 10時 30分開会 

 

【司会】定刻となりましたので、ただ今より平成 29年度第１回古河市景観審議会を開会い

たします。私、本日司会を務めさせていただく都市計画課の塚原と申します。よろしくお

願いします。 

審議に入る前に資料の確認をお願いします。 

委員の皆様には事前に２種類、資料を送付しております。 

次第と表紙が景観審議会及び景観賞に関する経過及びスケジュール案で、以下、２ペー

ジに前回との比較、３ページに古河市景観賞実施要領（案）、５ページに第２回 古河市景

観賞 審査項目及び評価基準(案）、６ページに第２回古河市景観賞 まちなみ建築部門 

集計表、７ページにまちづくり活動部門集計表、８ページに古河市景観賞実施要綱、12ペ

ージから古河市景観賞応募用紙及び記入例、19ページに古河市景観賞募集チラシ、が綴ら

れた資料です。 

今回追加資料として、第２回古河市景観賞 まちなみ建築部門とまちづくり活動部門の

採点表（案）、第１回古河市景観賞受賞作品とかかれたもの、前回に関する資料として、第

１回古河市景観賞として表紙が応募用紙となっているもの、こちらには、３ページで結果

一覧、５ページから古河市ホームページからの抜粋ですが、景観賞表彰式に関する資料、

11ページから 14ページに授与した銘板の様子を示した資料、15ページ以降もホームペー

ジからの抜粋ですが、まちづくり活動部門受賞者へのインタビューを掲載したものとなり

ます。 

それと、右上に案１～案３として、今回の応募チラシの案の３つの資料を追加していま

す。資料について、不足しているものはございますか。 

それでは、次第に則り進めたいと思います。 

本日、審議会委員 5名の内、4名の方が出席しています。古河市景観条例施行規則第 23

条第 3項の規定どおり、半数以上の出席がございますので審議会は成立していることを、

ご報告いたします。 

 

【司会】続きまして、松本会長よりご挨拶をお願いします。 

～ 挨拶 ～ 
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【司会】ありがとうございます。続きまして、諮問書の交付です。 

古河市景観条例第 26条第 2項により、審議会は、市長の諮問に応じ、審議し、その結果を

市長に答申することとなっております。 

諮問書を市長代理である都市建設部参事の成瀬より松本会長にお渡しいたします。 

（諮問書の手交） 

また、会長にお渡しした諮問書の写しを皆様にお配りいたします。 

これからの進行については、古河市景観条例施行規則第 23条第 2項の規定により「会議の

議長は、会長をもって充てる」と定められておりますので、松本会長に進行をお願いしま

す。 

【松本会長】それでは景観審議会を始めたいと思います。 

本日の会議にてご審議いただきます議事は、非公開情報や個人・法人が特定でき、不利益

等を被る情報等に該当しておりませんので、古河市景観条例施行規則第 25条「会議は、原

則として公開するものとする」とあるとおり、公開いたします。 

なお、本日は、傍聴者及び報道関係者がおりませんので、このまま進めさせていただきま

す。 

【松本会長】つづいて議事録署名人ですが、2名となりまして、私ともう 1名は、席順４番

の E委員を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

【E委員】はい。 

【松本会長】それでは、私と E委員が議事録署名人ということでよろしくお願いします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【松本会長】では、議事に入ります。諮問第 1号について事務局から説明をお願いします。

【事務局】本年度都市計画課 計画係に配属されました、千野と申します。どうぞよろし

くお願いいたします。諮問第１号に入る前に、第１回古河市景観賞の経過につきまして、

私よりご報告させていただきます。 

 (下記について説明) 

 ・第 1回古河市景観賞受賞作品の説明 

 ・第 1回古河市景観賞授賞式の説明 

 ・まちなみ建築部門の現状の報告、まちづくり活動部門のインタビュー結果を説明 

 

・・・・・以上で説明を終了いたします。 
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 続けて、このまま第 2回景観賞の説明に行きたいと思います。 

 (第 1回景観賞と第 2回景観賞の相違点を中心に説明) 

 ・景観賞募集対象は、同じ 3部門、まちなみ建築部門、まちづくり活動部門、自然・風

景部門とする。 

 ・募集期間は同じく 2か月とする。前回は 9月からの 2か月間であったが、第 2回景観

賞は平成 30年 5月 1日から 7月 2日とする。 

 ・応募方法は同じとなり、応募用紙の持参、郵送、電子メールとなる。 

 ・周知方法は変更・追加する。新たに建築士会、建設業協会などの建築関係団体、社会

福祉協議会、商工会を追加する。 

 ・審査基準は前回と同じとし、まちなみ建築部門、まちづくり活動部門ともに 4つの評

価項目をとても良い、良い、評価無しの 3段階で評価を行う。 

 ・審査手順、巡回展・アンケートも同様に行う。 

 ・表彰内容も同一とし、まちなみ建築部門は、古河景観まちなみ賞となり「賞状、盾、

銘板」を、まちづくり活動部門は、古河景観ふるまい賞となり「賞状、盾」となる。 

 ・表彰式の時期を変更する。年度内に実施するものとし、2月を予定。 

 ・年間スケジュールを作成。概要は以下の通り。 

応募期間は平成 30年 5月から 2か月間 

景観審議会委員の委嘱が平成30年6月30日までとなるため、8月に景観審議会を開き、

景観審議会委員の委嘱、応募作品の説明、パネル展の巡回 

  9月に書類審査 

  10月に景観賞作品の審査、現地確認 

  11月は景観審議会の予備日 

  2月に景観賞の表彰式 

 ・景観賞の応募の案内チラシに、誰が審査を行うかを追加。追加内容は「古河市景観審

議会で審査を行う」となる。 

 

 以上が第 1回景観賞と変更している点となります。 

【松本会長】案１、２、３となっている資料について事務局より説明をお願いします。 

【事務局】第 2回の景観賞のチラシを作成している中で案を 3案作成しました。 
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(3案について説明) 

案 1については、前回の受賞作品の作品を使用し、まちなみ建築部門、まちづくり活動部

門、自然・風景部門の作品がわかるように写真を大きめに作成。 

案 2については、第 1回の景観賞の応募チラシをベースに作成。 

案 3については、案 1の構成をベースに色合い、字の配置を変更しております。 

裏面については第 1回の景観賞の応募チラシをベースとしております。 

【松本会長】事務局から第 2回景観賞の説明がありましたので、議論のポイントを区切っ

て審議していきたいと思います。 

 3ページにある第 2回古河市景観賞実施要領(案)がベースにはなると思いますが、頂いた

資料すべてに対し諮問する必要があると考えます。まずは全体的な周知の方法やスケジュ

ールや景観賞の対象についてとしましょう。 

【C委員】スケジュールが早まったことで、募集期間が 5月から 7月になった。2か月とい

う期間は変わってない。前回の第 1回景観賞の一番の問題点は周知方法だと思う。周知方

法の前回との相違点は、建築関係の団体、協会を周知対象に増やすということはいいこと

だと思いますが、一番の問題点である応募作品の少なかった点についてこれで改善できる

かという点がちょっと疑問に思います。 

【松本会長】具体的に何か提案はありますか？ 

【C委員】具体的な提案はこの場ですぐには出来ないが、市内各施設にポスターの配置とい

うときに、どのように伝えるか、どのように掲示するかという点を少し検討するべきだと

思う。 

【松本会長】今の話を深堀しましょう。前回確かに応募作品は少なかった。周知の方法も

今後変えていければと思う。良くしていくためにはどんなことが必要かという点であるが、

市の考えは建築士会や、建築団体にチラシを配るとのことだが、関係団体にはどのように

周知するのか？郵便として送付するだけなのか、または直接説明をするのかどうか、具体

的なアクションのイメージを説明していただきたい。 

【事務局】各種団体にはまだアポイントを取っているわけではありませんが、直接景観賞

の応募チラシを持参して説明をする予定であります。 
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【松本会長】是非そうしていただきたいと思います。直接景観賞の応募について説明する

団体は 30近くあると思うので、その際は団体を一覧化し管理してもらいたい。 

【E委員】景観賞に興味のある団体は多いと思う。その辺に周知していくといいと思う。職

員がその場で説明するのは難しいとは思うので、役員や代表の方に説明してもらうのがい

いのではないか。また広報とあるがいつの広報となるか？ 

【事務局】平成 30年の 4月の広報を予定しております。広報は月 1 回となりましたので、

4月 1日号となります。 

【松本会長】他に意見はありますか。 

【A委員】周りの人はポスターで知ることが多いように思います。 

【B委員】ポスターというのはこの応募チラシ案 1～3のどれかを拡大しているのを予定し

ているのか。 

【事務局】応募チラシ案 1～3をベースにしたものを考えており、景観賞についての情報を

ポスター用に追記したいと思います。 

【B委員】ポスターは何部くらい作るのか？大きさは A1であるか？外注するとお金がかか

るが。 

【事務局】課にあるプリンターでの印刷を予定しています。部数は団体に応じて決める予

定で、市内各所、関連する団体に依頼する予定です。 

【松本会長】周知、啓発で他に意見はありますか。 

【C委員】チラシ案を 3つ見せていただいたが、違いが判らない。作る人のセンスによると

は思うがこれをポスターとするならば提出するのが恥ずかしいと思うべきで、景観賞なら

なおさらである。景観賞を受賞したら何が与えられるのか、どうなるのかというのも追記

すべきである。ポスターというのは本来ごちゃごちゃ書くものではなく、もっとシンプル

に相手に分かるように作成すべきである。シンプルだけど要点は押さえるポスターを作成

していただきたい。ポスターはとても大事であり、人に訴えるものと考えてもらいたい。 

【松本会長】ポスターについて意見はありますか。 

【A委員】ロータリーとかに貼るポスターの場合、展示名である、絵手紙展と大きくポスタ

ーに書いて目立つようにしています。 
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【B委員】景観というのはデザインであるのでクオリティが大事である。正直言って古河市

のレベルを感じてしまう。作成者の経験値が足りないのではないか。この案だと募集であ

るのかわからない。募集期間とは書いてあるが、場合によっては去年度の結果の案内とも

読み取れる。これを見て応募しようとする動機がでてこない。古河市としてももう少し頑

張ってもらいたい。 

【C委員】街中に数限りないポスターが貼られていて、そのほとんどをデザイナーが作成し

ているため、この案だと埋もれてしまうと思う。デザイナー作成のポスターと比べると劣

ってしまう。その辺を踏まえると第 1回の応募作品が少なかったことにつながるのではな

いか。審査の基準とかは全く問題ないと思うので、どれだけ作品を集められるのか尽力し

てもらいたい。 

【B委員】普通は市のほうで周知啓発計画というのを作成する。ポスターを何部、貼る箇所

はどこか、いつから貼るか、どのような形で貼るかなどである。また、景観賞について周

知する団体はどこか、直接出向くのか、郵送ですますのかもまとめるべきである。思いつ

きの範囲内で配るのではなく、周知啓発計画を作成し計画的に周知してもらいたい。周知

啓発計画書が作成できたら、メールか何かで頂きたい。 

【C委員】応募件数はどのくらい集まったらよいかという応募件数について具体的に決めた

らどうか。それに対しあまりにも少なかったら、応募期間内に改めて周知をするなどアク

ションを起こせると思う。応募件数を気にしていただきたいと思う。 

【松本会長】件数はどれくらいですか、最低 10件程度でしょうか。 

【C委員】見るのは大変だが、10件はいきたいと思う。そのくらいの数を審査する過程で、

景観賞受賞の基準が出来上がってくると思う。少ない件数の中から選ぶよりも多くの件数

から選ぶ方が古河の景観に対する基準ができていくと思うので、まずは件数がほしい。 

【松本会長】周知啓発については以上でよろしいでしょうか。ぜひ周知啓発計画書を作成

していただきたい。 

続いてスケジュールについてですが、7月 2日に締切で 8月に景観審議会を開催し、応募

件数の概要の説明を受ける。その後、巡回パネル展で市民に公開している。その市民の意
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見を参考にし、9月に書類審査を行う。10月に第 2回の景観審議会を開催し第 2回景観賞

の審査を行う流れとなるが、応募作品の現場視察はいつ行うのか。 

【事務局】10月の平成 30年第 2回景観審議会での実施を予定しております。 

【松本会長】10月の審議会で、現場視察、市民意見を参考にし、受賞作品を決定する流れ

となり、2月に表彰式ですね。 

【B委員】応募チラシに、審査をする際には市内 3か所の庁舎での巡回パネル展での意見を

参考に審査を行うとあるが、どういう形で市民の意見を聴取するのか？ご意見箱みたいな

のがあるのか？または投票用紙みたいなのがあるのか。 

【事務局】アンケート用紙にご記入していただく形となります。 

【B委員】市民の皆様の意見は、10月の第 2回景観審議会当日に結果を案内されるのか。 

【事務局】審議会開催前に、事前資料としてアンケート結果を委員の皆様に郵送でお渡し

する予定です。 

【松本会長】平成 30年 8月の第 1回景観審議会は応募の概要を案内してもらう場となるが、

他に意見等はあるか？ 

【C委員】前回平成 28年に行った、第 1回景観賞の巡回展について、市民の皆様から巡回

展について意見はあったのか？ 

【事務局】前回の巡回展では、アンケートの数も多くありませんでした。まちづくり活動

部門は写真ではわかりにくい点もあったため意見は少なかったが、まちなみ建築部門につ

いては、色々なポジティブな意見が多かった結果となっています。 

【B委員】どのようなアンケート用紙なのか。自由に意見を書くスタイルなのか、いいと思

うものに○を付けるようなものなのか。どちらか。 

【C委員】この話は難しい話で、市民の皆様の意見と我々審査した結果にギャップがあった

場合どうするのか。 

【松本会長】前回は市民意見の参考というのはなかったので、今回新たに皆さまからいた

だいた意見を参考にした上でという要素が追加されることとなる。 

【C委員】審査する際に市民のアンケート結果があるとするならば、審査の基準にかかわっ

てくることとなる。逆に受賞作品を決めてから、巡回展となればそういう問題もないが。 
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【松本会長】この点は前回とかなり違う点となっている。 

【事務局】前回のアンケート用紙は良いと思うものに○を付ける用紙となっており、どの

点がよかったかという点を記載してもらっていました。 

【B委員】その情報は前回いただいていたか？ 

【事務局】景観賞審査前にお渡しております。 

【C委員】巡回展で、赤や青のシールをいいと思う作品に貼っていき、その結果を審査時に

反映するといったようなものだとわかりやすいが、参考にするということはどのように参

考してよいか難しい問題である。 

【松本会長】そこは各審査委員の裁量でよいと思う。紅白歌合戦のような視聴者意見を取

り入れるようなことはしないということでよいと思う。 

【事務局】アンケート方法については次回審議会時に資料をお渡ししたいと思います。 

【松本会長】8月の審議会の後に巡回パネル展を行うということでよいか。または審議会開

催時にはパネル展は既に開かれているのか。 

【事務局】審議会開催日より前に開く予定となります。応募作品については事前に審査委

員の皆様に送付するようにいたします。 

【E委員】余計な心配かもしれないが、アンケート結果が組織票のような場合どうするのか。

あくまで審査するうえでの参考意見とするものがいいと思う。 

【C委員】募集チラシには、応募作品は各庁舎でパネル展示される旨をきちんと明記すべき

である。 

【事務局】現状入っていないので、その旨を追記したいと思います。 

【B委員】募集チラシには基本的なことはすべて追記すべきである。 

【E委員】ポスターはいつごろできるのか。 

【事務局】現物を見ないとわからないと思うので、専門部会委員となっている C委員と A

委員に色々な案を提示しながら決めていきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

【C委員】現物ではなく、データで送ってもらって構わない。 

【E委員】各団体の総会が 3月末にあるので、間に合えばよいと考える。 

【事務局】3月中に決めていきたいと思います。 
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【B委員】市民団体にアプローチしていくと応募が増えると思う。 

【C委員】応募について、再応募は可能であるのか。前回受賞できなかった作品がもう一度

応募した場合どうなるのか。まちづくり活動部門の団体は次回またがんばってととらえる

ことができるが、まちなみ建築部門についての再応募は認めるのか。 

【事務局】応募要件的には可能です。前回指摘した箇所が直っていない場合はどうかと思

いますが、指摘した箇所を直した後に再度応募するという点は問題ないと考えております。 

【松本会長】制度上は否定していないため、再応募は可能で問題ないと思う。 

続いて表彰式の話であるが、表彰式を開く際にセミナーを開くべきだと考える。クロー

ズで市長から表彰されても啓発にはつながらない。表彰式と同時に古河景観まちづくりセ

ミナーを開催することで表彰式の人たちを紹介しながら、まちづくりの景観について色々

勉強や交流する場を設けたらどうか。そうすることで参加者が次回への応募の動機となる。

そのため次回は 100人程度のホールで開催していただきたい。そうしないと景観賞が定着

していかないと思う。 

【事務局】景観賞の開催の仕方についてはどこまで大規模にするのか来年度の予算等を踏

まえ検討していきたいと思います。次回 8月に開催する審議会に表彰式の開催方法につい

て案を提示したいと思います。 

【B委員】堅苦しくない、何らかのセミナーと合わせて公開して開催していただきたい。古

河市の中で景観について何かやっている事業があれば事業の PRをする場としたらどうか。 

【C委員】予算で決めるのではなく、予算がなくてもできることを考えてもらいたい。 

【松本会長】景観については行政の仕事ではない。どちらかというと公民連携となるため、

民である市民が一緒にならないと盛り上がらない。都市計画課が小規模でやっていてもダ

メなので、市民や民間を巻き込んでやってもらいたい。 

次に景観賞の審査項目及び評価基準であるが、それぞれの審査項目にとても良い(2点)、

良い(1点)、評価無し(0点)と評価することとなっており一人 8点満点で 5人の審査員の合

計 40点が満点となり、その半分の 20点以上の場合受賞対象となる。受賞作品には数の制

限がないため、応募がたくさんあった場合でも競争率があがるわけではないのでクオリテ

ィが高ければ受賞することが可能となっている。 
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 次に応募用紙について、応募用紙の書き方等意見あるか。 

【各委員】異議なし。 

【松本会長】第 1回の応募作品での審査結果は公開されているのか、 

【事務局】公開はしておりません。 

【松本会長】落選した人が情報公開請求はなかったということでよいか。 

【事務局】特にありませんでした。 

【松本会長】応募用紙というのは応募チラシやポスターを配布する際に、応募用紙も一緒

に添付するということでよいか。 

【事務局】応募チラシに添付いたします。 

【松本会長】他に意見はあるか。 

【C委員】それぞれの申請者が応募用紙の内容について差がでてしまうのはしょうがないか。

添付書類が大量にあると見るのが大変ではあるが。 

【B委員】応募の際に必ず添付をしなければならないものはあるのか。 

【事務局】特にありません。数枚の応募用紙を書くのみでよいとなっております。 

【松本会長】応募作品の審査項目、審査基準については第 1回と変更がないということで

よいか。 

【各委員】異議なし。 

【松本会長】全体を通して何かあるか？ 

【C委員】プレートを張る場所は指定したのか。 

【事務局】特には指定しておりません。 

【C委員】たとえば大久保様邸は誰がプレートを張ったのか 

【事務局】木村建設様と大久保様が貼ったと聞いております。 

【C委員】景観に悪い気がするのでもう少し隅に貼るようした方がよかったと思う。貼る場

所については市から指導をした方がいいと思う。 

【B委員】プレートの材料はなにか。銅版とかであるか。 

【事務局】鋳物となります。 
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【C委員】登録文化財と同様のものであるためとてもいいものである。たとえば登録文化財

では各市町村でプレートの取付け方法を工夫している。建物の前に石の置物設置しプレー

トを付けたりしており、できるだけ景観に配慮している。プレートを付ける位置は今後の

課題として吟味していただきたい。プレートを貼る推奨位置などを伝えてはどうか。 

【事務局】そのような形で対応したいと思います。 

【A委員】景観賞については市民と一体となって進めていくべきだと考える。例えば第 1回

まちづくり活動部門の受賞団体である古河を美しくする会の方に聞いたところでは、表彰

式に呼んでもらうことは大変感動であった。さらに表彰状などを市長さんから直接渡され、

写真を撮ってもらうことはとても感動的であり、その体験をとても大事にしていると伺っ

た。松本先生がおっしゃるとおり、表彰式とセミナーを同時に行うことで、景観に対する

考えが広がっていくと思う。 

また表彰式後に、市役所の方が活動に体験参加していただいたが、市役所の方が来ると

いうことでみなさんとても緊張して、喜びと同時に今後の力となった。こういうことが広

がっていくのはとてもいいことだと思う。 

【松本会長】平成 30年 8月の景観審議会の時に、景観情勢の取り組みについて現状を聞き

たい。景観計画が作成され、歴史博物館の周りを重点地区にしているが、古河のまちづく

りの全体状況、または景観法に基づく届出の中で特定届出対象行為など、そういう実際の

景観まちづくりの動きを案内していただくとその情報を基に他の市町村の事例や、啓発に

つなげていけると思う。 

【事務局】承知しました。 

【松本会長】全体を通じて他に何かあるか。特にないようなので、今回諮問をいただいて

いるので何らかの答申を返さなければならないと思うが、返し方はどうするか。いただい

た資料については異議がありませんというのがベースとはなるが、以下の意見を付けた上

で答申したいと思う。 
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・周知啓発計画についてさらなる工夫をしていただく。 

・表彰式については公開にて行うことを検討していただきたい。 

上記話した内容で問題ないか。 

【事務局】問題ありません。 

【松本会長】二つの意見を付させていただき、答申とする。また次回開催時は景観情勢の

取り組みについて現状をお聞かせ願いたい。 

 以上、本日の議事は終了しましたので、これからの進行を事務局にお返しします。 

【司会】それでは、これで平成 29年度第１回古河市景観審議会を閉会させていただきます。

長時間にわたりありがとうございました。 

 

 午後 12時 00分閉会 


